
鶴
岡
市
農
業
振
興
協
議

会
（
会
長
・
榎
本
政
規
市

長
）
の
臨
時
総
会
が
６
日
、

グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で

開
か
れ
、
平
成

年
産
米

29

の
生
産
調
整
の
配
分
を
決

め
ま
し
た
。

県
が
鶴
岡
市
に
示
し
た

生
産
目
標
数
量
は
５
万
３

７
７
４
㌧
（
前
年
比
２
２

２
㌧
減
）、
面
積
換
算
値
と

し
て
９
２
４
６
㌶
（
同
87

㌶
減
）
で
す
。

自
主
的
取
組
参
考
値
と

し
て
５
万
３
６
２
８
㌧
、

９
２
２
１
㌶
が
通
知
さ
れ

ま
し
た
が
、
米
価
上
昇
や

県
産
は
え
ぬ
き
の
需
要
の

高
ま
り
な
ど
で
今
回
は
深

掘
り
分
を
併
記
し
ま
せ
ん
。

乖
離
面
積

㌶
38

生
産
調
整
の
達
成
は
国

の
統
計
値
で
判
定
す
る
こ

と
か
ら
、
国
の
統
計
値
と

市
水
田
協
が
把
握
す
る
台

帳
面
積
と
の
乖
離
面
積
38

㌶
・
２
２
１
㌧
を
差
し
引

い
た
数
値
を
生
産
目
標
数

量
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

乖
離
要
因
は
、
①
国
の

統
計
値
が
全
国
約
３
万
箇

所
の
標
本
調
査
に
よ
る
推

定
値
で
、
精
度
は
１
～
３

％
の
誤
差
が
あ
る
こ
と
、

②
地
方
の
水
田
協
が
把

握
す
る
水
稲
作
付
面
積
は
、

共
済
未
加
入
面
積
な
ど
が

推
計
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
た
め
、
や
や
過
小
に
出

る
な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

均
等
分
は
全
市
一
律

生
産
数
量
目
標
の
配
分

で
は
、
旧
市
町
村
で
異
な

っ
て
い
た
均
等
分
の
作
付

率
を
前
年
の
平
成

年
産

28

米
か
ら
全
市
一
律
と
し
、

年
産
は

・
２
％
（
前

29

55

年

・
３
％
）
で
す
。

56
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（月１７７円程度）
2月 30人 20,958円
1月 33人 37,509円

泊
ま
り
し
て
頑
張
っ
た
。

数
え
れ
ば
き
り
が
な
い
。

藤
島
の
畜
産
農
家
は
、

各
種
品
評
会
で
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ど
に
入

賞
し
、
技
術
の
高
さ
が
評

価
さ
れ
て
い
た
。

想
え
ば
農
協
の
歴
史
は

農
民
の
運
動
史
で
あ
る
。

徳
川
時
代
に
相
互
救
済

の
目
的
で
行
わ
れ
た
頼
母

子
講
や
無
尽
講
な
ど
は
金

融
を
主
と
し
た
組
織
で
あ

っ
た
。

徳
川
末
期
に
二
宮
尊
徳

の
「
報
徳
社
」
が
各
地
に

誕
生
し
、
や
が
て
明
治
期

に
入
り
産
業
組
合
、
ロ
ッ

チ
デ
ー
ル
の
原
則
を
基
本

と
し
た
生
産
販
売
、
生
活

防
衛
と
し
て
の
共
同
購
入

「
一
人
は
万
人
の
た
め
、

万
人
は
一
人
の
た
め
に
」

を
基
本
理
念
と
し
て
事
業

を
展
開
し
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
協
同
組
合

は
同
志
的
結
合
で
あ
っ
て
、

職
員
も
組
合
員
も
組
織
人

と
し
て
事
業
に
従
事
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
組
織
が
大
き
く

な
る
に
つ
れ
て
組
合
員
を

顧
客
化
し
、
事
業
採
算
性

に
重
き
を
置
く
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。私

は
、
職
員
と
し
て
34

年
間
、
先
輩
、
同
僚
、
後

輩
に
恵
ま
れ
て
退
職
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
ほ
ん
と

う
に
あ
り
が
た
く
感
謝
し

て
い
る
。

協
同
組
合
に
は
原
則
が
あ

る
。
た
だ
し
、
教
科
書
は

組
合
員
で
あ
る
。

平
成
３
年

月
10

余
目
町
農
業
協
同
組
合
長

佐
藤

幸
雄

(

注)

余
目
町
農
協
に
碑
文

が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

回
想

山
形
県
が

万
㌧
米
づ

60

く
り
運
動
を
昭
和

年
か

41

ら

年
ま
で
展
開
し
て
か

45
ら
急
速
に
水
稲
集
団
栽
培

が
普
及
し
、
昭
和

年
未

42

曾
有
の
大
豊
作
と
な
り
町

内
各
農
協
で
祝
賀
会
を
し

て
い
た
。

国
は
自
主
流
通
米
制
度

を
発
表
し
稲
作
転
換
を
進

め
、
昭
和

年
第
一
次
生

45

産
調
整
が
割
り
当
て
ら
れ
、

藤
島
町
に
２
６
８
㌶
の
割

り
当
て
で
あ
っ
た
が
、
米

以
外
の
重
点
作
物
の
選
定

は
困
難
で
あ
り
、
休
耕
田

と
し
て
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

農
協
は
水
稲
共
同
育
苗
、

機
械
田
植
え
の
普
及
の
た

め
、
実
験
圃
場
を
作
り
技

術
指
導
に
努
め
て
い
た
。

生
産
技
術
の
向
上
に
よ

り
増
収
し
て
き
た
が
、
消

費
量
が
減
り
米
過
剰
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

米
づ
く
り
に
変
わ
る
畜

産
事
業
の
導
入
も
急
速
に

進
み
、
養
豚
、
肉
牛
、
酪

農
、
養
鶏
団
地
の
造
成
や
、

各
作
目
の
育
成
に
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
生
産
者
と
共

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

特
に
藤
島
町
農
協
は
、

鶴
岡
生
協
の
お
世
話
で
首

都
圏
の
生
協
、
市
場
に
道

を
開
い
て
い
た
だ
い
た
。

生
協
組
合
員
と
の
懇
談

会
で
は
、
自
然
相
手
の
農

産
物
は
工
業
製
品
と
違
い

苦
労
が
あ
る
こ
と
な
ど
話

し
た
。

産
直
は
生
産
者
の
誠
意

を
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

第
一
だ
と
感
じ
た
。

即
売
品
と
餅
つ
き
用
道

具
を
積
み
込
ん
で
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
の
実
演
な
ど
、

生
産
者
と
ト
ラ
ッ
ク
に
寝

平成29年産米に係る地域別生産数量目標及び作付率(案)

平成28
年台帳

面積（

ha）

台帳面積 

　(ha)

配分基
準単収

(kg/10

a)

生産数量目標(トン)
生産数量目標（トン） 

（均等分）
前年産の自主的取組参考値

面積換算 作付率 

　(ha) 　(％)

面積換算 作付率 面積換算 

　(ha) 　(％) 　（ha）

作付率 

　(％)

① ② ⑥ ⑦=⑥/②⑧=⑦/① ⑨③ ④=③/② ⑤=④/① ⑩=⑨/②⑥=⑩/①

鶴岡 6,055 6,021 607 20,194 3,327 55.2 21,333 3,537 58.421,313 3511 58.3

藤島 3,391 3,387 613 11,472 1,871 55.2 12,045 1,977 58.312,123 1,978 58.3

羽黒 2,748 2,751 579 8,801 1,520 55.2 9,181 1,596 58.09,210 1,591 57.8

櫛引 1,779 1,779 596 5,857 983 55.2 6,091 1,028 57.76,099 1,023 57.5

朝日 904 903 558 2,783 499 55.2 2,896 522 57.72,937 526 58.2

温海 641 639 517 1,827 353 55.2 1,869 364 56.71,871 362 56.6

乖離分 38 582 221 38 100.0

合計等 15,518 15,518 597 53,415 9,024 58.153,774 9,029 58.1

※１．本表は、慣行栽培を基準に作成しているものであり、減収カウント面積を含みません。

※２．県から示された換算面積9,246haと本表の換算面積の合計9,029haの差217haが減収カウント面積相当分となります。

※３．面積換算は小数点第1位を四捨五入、率は小数点第2位切り捨てしています。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
か
ら
つ
づ
く
）

地
域
差
が
縮
小

各
地
域
の
作
付
率
は
大

規
模
加
算
（
７
㌶
以
上
）

や
環
境
加
算
（
有
機
・
特

栽
）
を
加
味
し
、
鶴
岡
・

藤
島
の

・
３
％
か
ら
温

58

海

・
６
％
ま
で
地
域
差

56
が
縮
小
し
、
減
反
率
は
４

割
を
超
え
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
を
追
加

産
地
交
付
金
は
重
点
作

物
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
追
加
し
、

㌃
あ
た
り
２
万
円
。
各

10作
物
へ
の
交
付
単
価
は
削

減
さ
れ
ま
し
た
。

米
の
直
接
支
払
交
付
金

（
７
５
０
０
円
／

㌃
）

10

は
最
後
の
年
と
な
り
ま
す
。

大
豆
、
飼
料
用
米
等
の

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
」
は
継
続
で
す
。

税
の
申
告
時
期
に
な

り
ま
し
た

税
金
の
申
告
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
１
年
、

あ
な
た
が
ナ
ン
ボ
年
金
を

貰
っ
た
か
と
い
う
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
届
い
た
で
し
ょ
う
。
計

算
機
を
片
手
に
見
て
み
よ

う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

▲
名
前
と
生
年
月
日
が
あ

っ
て
支
払
金
額
が
あ
り
ま

す
ね
。
そ
の
右
側
に
数
字

が
あ
れ
ば
「
源
泉
徴
収
税

額
」
と
い
っ
て
、
こ
れ
が

所
得
税
な
の
で
す
。

▲
で
は
改
め
て
支
払
金
額

を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

金
額
が

歳
以
上
の
人
で

65

１
２
０
万
円
以
下
の
人
は

所
得
が
ゼ
ロ
で
す
。
１
２

０
万
円
を
引
い
た
も
の
が

万
円
以
下
で
し
た
ら
誰

38か
の
扶
養
控
除
に
な
れ
ま

す
。
家
族
に
勤
め
人
が
い

て
所
得
税
を
納
め
て
い
る

人
が
い
れ
ば
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
１
万
９
千
円
が

還
っ
て
き
ま
す
よ
。

▲
さ
て
、
１
２
０
万
円
を

引
い
て

万
円
以
上
の
人

38

に
、
国
保
税
、
地
震
保
険

や
生
命
保
険
、
医
者
・
薬

代
な
ど
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

申
告
書
に
書
い
て
出
せ
ば

所
得
税
が
還
る
人
、
所
得

税
の
な
い
人
で
も
市
民
税

が
小
さ
く
な
り
ま
す
。

▲
医
療
費
控
除
は

歳
以

65

上
の
人
は
１
２
０
万
円
を

引
い
た
残
り
の
５
％
を
超

え
た
分
で
す
よ
。
ま
だ
10

万
円
を
超
え
た
分
と
間
違

っ
て
覚
え
て
い
る
人
が
い

る
ん
で
す
か
ら
。

▲
額
は
大
き
く
な
く
と
も

役
員
な
ど
で
報
酬
を
貰
っ

て
い
る
人
が
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
必
ず

％
の
税

10

金
が
引
か
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
は
５
％
で
す
か
ら

既
に
倍
の
税
金
が
取
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
申
告
を

す
れ
ば
全
部
、
又
は
半
分

が
還
っ
て
き
ま
す
よ
。

▲
タ
イ
シ
タ
額
で
ネ
ー
。

な
ん
て
申
告
し
な
い
人
は
、

そ
の
金
が
防
衛
費
ト
ヤ
ラ

に
回
っ
て
い
る
と
考
え
た

ら
恐
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

▲
納
め
す
ぎ
た
税
金
を
取

り
返
す
の
は
５
年
さ
か
の

ぼ
っ
て
出
来
ま
す
。（
石
川
）

結
局
「
こ
の
条
項
は
、

日
本
で
育
っ
て
、
日
本
を

よ
く
知
っ
て
い
る
ミ
ス
・

ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
が
、
日

本
女
性
の
立
場
や
気
持
ち

を
考
え
な
が
ら
、
一
心
不

乱
に
書
い
た
も
の
で
す
」

と
の
ア
メ
リ
カ
責
任
者
の

発
言
で
決
着
し
た
の
で
す
。

福
島
県
に
、
ふ
く
し
ま

県
女
性
「
９
条
＋

条
」

24

の
会
が
あ
り
ま
す
。
９
条

は
平
和
、

条
は
男
女
平

24

等
で
す
。
先
号
に
書
い
た

ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
の
「
女

性
が
幸
せ
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
日
本
は
平
和
に
な
ら

題
だ
が
、
日
本
に
は
、
女

性
が
男
性
と
同
じ
権
利
を

持
つ
土
壌
は
な
い
。
日
本

女
性
に
は
適
さ
な
い
条
文

が
目
立
つ
」
な
ど
と
、
明

治
憲
法
下
の
女
性
差
別
、

男
性
中
心
の
社
会
を
変
え

よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
い
」
と
い
う
平
和
と
男

女
平
等
の
信
念
と
ま
っ
た

く
同
じ
で
す
。

自
民
改
憲
案
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
１
項
に
「
家
族

は
、
社
会
の
自
然
か
つ
基

礎
的
な
単
位
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
。
家
族
は
、
互
い

に
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
を
新
設
し
、
家

族
の
互
い
の
助
け
合
い
を

条
の
原
則
に
し
て
い
ま

24す
。
保
育
、
介
護
、
生
活

保
護
な
ど
の
公
的
責
任
を

放
棄
し
、
家
族
に
押
し
つ

け
か
ね
な
い
問
題
が
あ
り

ま
す
。

ア
メ
リ
カ
と
松
本
烝
治

ま
つ
も
と
じ
よ
う
じ

国
務
大
臣
ら
の
日
本
と
の

憲
法
草
案
最
終
検
討
会
は
、

１
９
４
６
年
３
月
６
日
行

わ
れ
、
第

条
は
先
号
の

24

よ
う
な
状
況
で
決
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
日
本
は
、

当
初
「
女
性
の
権
利
の
問

日
本
国
憲
法
の
「
男
女
平
等
」
を
起
草
し
た

ベ
ア
テ
・
シ
ロ

タ
・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
（
１
９
２
３
年

月

日
～
２
０
１
２
年

10

25

月

日
）（
写
真
・
東
京
新
聞
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

12

30
水稲作 付率の 調整状 況（参 考値）

鶴 岡 藤 島 羽 黒 櫛 引 朝 日 温 海 全 市

H23 65 .5 68 . 6 6 4 .4 63 .5 6 4. 1 5 5. 4 65 . 3

H2 4 65 .2 67 . 9 6 4 .5 63 .8 6 4. 0 5 7. 1 65 . 1

H2 5 65 .6 67 . 8 6 5 .0 64 .4 6 4. 6 5 9. 1 65 . 5

H2 6 62 .9 64 . 3 6 2 .3 62 .0 6 2. 0 5 8. 3 62 . 8

H2 7 60 .0 61 . 3 6 0 .2 59 .8 5 9. 5 5 7. 3 60 . 2

H2 8 59 .0 58 . 9 5 8 .7 58 .4 5 8. 4 5 7. 4 58 . 8
自主的 取

組参考 値 58 .4 58 . 3 5 8 .0 57 .7 5 7. 7 5 6. 7 58 . 1

H2 9 58 .3 58 . 3 5 7 .8 57 .5 5 8. 2 5 6. 6 58 . 0

増 減 0.0 0. 5△ 0.1 △ 0.2 △ 0.2 △ 0.1 △ 0.1

※本 表 は、 均 等配 分 に係 る 作付 率に 傾 斜配 分 を加 味 した 作 付率 で ある 。

大規模加算　　　2012.01.31鶴岡市農業振興協議会

区分 平野部 中山間部
加算割合(％)

H24 H25 H26 H27 H28～

区分Ａ 7～10ha - １ ２ ３ ３ ３

区分Ｂ 10～15ha 4～7ha ２ ４ ６ ６ ６

区分Ｃ 15～20ha 7～10ha ３ ６ ９ ９ ９

区分Ｄ 20ha～ 10ha～ ４ ８ １２１２ １２

環境加算

加算割合(％) １ ２ ３ ５ ５

11年前と比べた米の作付率

H29 H19 増減

鶴岡 58.30% 70.70% -12.40%

藤島 58.30% 75.10% -16.80%

羽黒 57.80% 67.30% -9.50%

櫛引 57.50% 66.10% -8.60%

朝日 58.20% 62.10% -3.90%

温海 56.60% 60.20% -3.60%

合計 58.00% 69.60% -11.60%


